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会報「石川守る会」 石川県重症心身障害児 (者)を守る会

全国重症心身障害児 (者)を守る会

石り|1県支部 会長 山 本 衛  ・

連 日厳 しい暑さが続いてお り,熱中症にかかる人なども例年になく多いようですが,会員
のみなさま,お子さま方はお変わりなくお過ごしでしょぅか。早く秋になってさわやかな日
がくることを待ちわびているこの頃です。

さて,本年度の総会も多くの会員の方のご協力で無事に終えることができ,秋の活動の準
備に取 りかかっているところです。

勁 Iδイツ彗

石川守る会 総会 開催される !

去る6月 27日 医王病院の会議室にて本年度の総会が開催されました。
当日は正会員 33名 ,賛助会員 3名 の参加と提出された委任状 20枚で規約にもとづき総
会は成立しました。山本会長の挨拶の後,越坂事務局長より平成 15年度の活動状況が報告
されました。昨年度は岐阜市で開催されて「全国守る会」の全国大会に石川より初めて lo
名の参加者を送ることができました。参カロされた方も全国各地での会員の方々の頑張ってい
る姿に触れ,思いを新たにされたことと思います。
また,恒例になった秋の感覚的体験プログラムにも入所・在宅の双方から大勢の方の参加
を頂き楽しい 1日 を過ごすことができました。
｀
11月 に富山で開催された東海・北陸ブロックの研修会にも会員から7名 ,病院の職員の
方も参加されて身近な問題について研修することができました。
5年 目に入つたレスパイ ト事業「ハー トポッポ」はボランティアグループの中にも位置付
いてきて昨秋金沢で開催された全国ボランティアフェスティバルの分科会でも活動紹介をし
ました。

会計報告では適正な運用がなされているという監査報告とともに,「ふれあいの家」建設
基金にも多額の振込みがあったことが報告されました。

引き続き平成 16年度の活動方針が提案されました。
今年は「全国守る会」倉J立 40周年になるということで全国大会は東京で天皇皇后両陛下
をお招きして記念大会が開催されました。石りIIか らは山本会長,越坂副会長が参カロされまし
た。

‐
1-



ここ数年本部からの補助を受けて開催してきた感覚的体験プログラムが補助事業からはず
れたのですが,会員の方の希望も多いので今年は支部独自の事業として計画するということ
になりました。昨年同様に 11月 に医王養護学校をお借りして開催したいと考えています。
補助事業としては巡回療育相談を久しぶりに行なうことになりました。
今年は役員改選の年ではないのですが,会員部として在宅の表真奈美さんに入って頂くと
いう提案がありみなさんの賛同がえられました。
総会の議事がすべて終了してから,医王病院の事務長さんからご発言を頂きました。 事
務長さんは「両親の集い」の大会資料中の国立病院機構中期計画にもとづき医王病院も少し
ずつ充実 lノていきたいといぅぉ考えを話されました。たとえば「石川守る会」でも長年の願
いである患者家族の宿泊施設のことや,在宅の重症児 (者)を支援するための通園事業の推
進やリハビリの強化などについての構想を持っておられるということでした。また,それら
のことを進めるにあたっては患者さんや家族の意見も聞いて,ょ りよいものにしていきたぃ
という暖かいお話も伺うことができました。「石川守る会」としても建設的な意見が出せる
ように今後とも研修をしていきたいと考えています。
会員のみなさんもどしどし意見をお寄せくださぃ。みんなで知恵を出しあい子ども達の毎
日を少しでも豊かなものにしていきたいものですね。

「守 」創立40周年記念大会
こそ原点を見直そう

「全国重症心身障害児 (者)を守る会」は今年倉1立 40周年を迎え去る6月 12日 ～ 13
日に東京で記念大会が開催されました。

40年前 “最も弱いものを一人もt)れなく守る"と いう基本理念のもとに守る会を結成さ
れた重い障害のお子さんをもつ親のみなさんには頭の下がる思いです。会の結成以来,重症
児 (者)のための要求をまとめられ国に働き掛けられ次々と実現され,現在にいたっていま
す。しかし,その運動は平坦なものではなく行政の方の理解を得るために様々な訴えをされ
たようです。それらの運動の成果として石川県でも3つの国療と2つの重症心身障害児施設
での重症児 (者)の受け入れや通園事業が実施されています。
在宅の人たちの生活を豊かにするための支援費制度も導入されましたが,予算が不足する
ほどです。しかし,予算も厳しくもう見直しの検討が言われています。
厳しい社会 。経済情勢のもと私たちは主張するだけでなく,会の三原則や親の憲章を再度
確認し全ての人々の幸せのために力をあわせてぃくことが求められています。
この記念大会には石川から会長・副会長が参加されました。大会の様子なども折に触れて
聞けるといいと思います。

絵
今‐
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「福祉のつどい 2004 金沢」

9月 19日 (日 )に松ケ枝福祉館で開催される「福祉のつどい2004金 沢」に石川守る
会としてt)参加することになりました。守る会の活動をパネル展示などで紹介します。当日
は60近い団体が展示や飲食コーナーや体験コーナーやフリーマーケットなど様々な催しが
出されます。また同時にふれあいコンサートも開催され様々な団体の出し物が予定されてい

ます。守る会は初めての参加ということもあり,今年は展示だけにしました。また,当 日は
ハートポッポの日でもありますので,子 ども達も参力日し楽しみたいと思っています。会員の
みなさんも参加してみませんか。色々な団体が色々な活動をしていることがわかりますよ。
日・時  9月 19日 (日 ) 10:oo～ 15:oO 小雨決行
会 場  金沢市松ケ枝福祉館 松ケ枝緑地公園

巡回療育相談を受けてみませんか

今年どの補助事業として久しぶりに巡回療育相談を実施することにしました。
在宅で重症心身障害児 (者)の療育をされている方の悩みや相談に応じたいと思っていま
す。医療 。福祉・教育などの専門家を本部からも現地からもお招きして相談にあたる予定で
す。本人はもちろん家族の方の生活が少しでも快適になるようにいっしょに考えたいと思っ
ています。

期日はまだはっきりしていませんが lo月 中を予定しています。
相談を希望される方,または対象の方をご存じの方は越坂事務局長 (TF■ 076-289-
2990)ま でご連絡ください。

お知 らせ
東海北陸ブロック研修会

11月 13日 (土)13:

感覚的体験プログラム

11月 21日 (日 )10:

会員の現況

新入会員

正会員 皆り||さ ん

正会員  67名
賛助会員 22名

静岡県浜松市

00～ 14日 (日 )12:00

医王養護学校 (予定)

00～ 15:00(予 定 )
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